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自
分
と
い
う
も
の
。
考
え
て

み
れ
ば
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。

思
索
す
る
自
分
が
い
て
、
そ
の

己
れ
な
る
確
か
な
存
在
が
あ
っ

て
、ま
た
こ
れ
を
取
り
囲
む
世

界
、
五
感
で
認
識
で
き
る
外
世

界
が
あ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で

号

己
れ
の
五
感
に
映
ず
る
精
神
的

35 

な
世
界
で
あ
り
、
厳
密
に
言
え

( 1 )第

ば
時
に
イ
リ
ュ
l
ジ
ョ
ン
で
も

あ
り
得
る
イ
メ
ー
ジ
世
界
で
あ

る。

た
だ
、
時
間
軸
で
推
移
す
る

現
実
世
界
は
、
人
間

一
人

一
人

が
ど
う
あ
が
い
て
も
、
き
っ
と

自
分
の
存
在
の
有
無
も
抜
き
に

し
て
確
固
と
し
て
成
立
し
て
い

る
世
界
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

が
、
そ
れ
は
、
内
世
界
た
る
自
己

の
背
景
と
し
て
の
外
世
界
、
直

接
関
わ
る
別
個
体
と
し
て
の
他

存
在
と
の
避
遁
の
積
み
重
ね
で

学
習
し
て
得
る
文
明
社
会
で
あ

る
。
自
ら
を
中
心
と
し
て
精
神

的
な
距
離
に
よ
り
何
層
も
の

コ

ア
を
形
成
す
る
。
母
親
、
父
親
、

兄
弟
と
い
っ
た
家
族
や
知
人
、

赤
の
他
人
で
は
個
体
認
識
に
大

き
な
差
違
が
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
血
の
系
脈
、
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D
N
A
、
生
活
習
慣
・生
活
パ
タ

ー
ン
、
学
び
の
継
続
等
に
よ
っ

て
、
成
長
と
と
も
に
自
我
の
形

成
、
自
己
確
立
が
な
さ
れ
る
が
、

独
自
の
個
体
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
イ
の
確
立
は
個
体
差

が
大
き
い
。
特
に
、
心
と
体
の
発

達
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
思
春
期
の
白

我
の
目
覚
め
は
、
心
理
的
不
安

定
を
伴
う
成
長
期
特
有
の
も
の

で
、
絶
え
ず
微
細
に
揺
れ
動
き
、

潔
癖
性
か
ら
時
に
必
要
以
上
の

自
己
嫌
悪
を
も
招
く
。
思
っ
た

よ
う
に
素
直
に
行
動
で
き
な
い
。

時
に
は
正
反
対
な
行
動
を
と
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

自
動
車
運
転
を
例
に
す
る
ま

で
も
な
い
が
、
人
生
、
目
的
地
へ

吉
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向
か
う
の
に
、
安
全
を
期
し
て

時
間
を
か
け
回
り
道
を
し
て
行

く
場
合
も
あ
る
。
効
率
性
よ
り

も
寄
り
道
に
よ
っ
て
生
涯
の
こ

や
し
を
得
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
そ
の
効
率
と
い
う
点
で
も
、

車
で
敢
え
て
迂
回
路
を
と
っ
て

も
逆
に
時
間
も
ガ
ソ
リ
ン
消
費

量
も
節
約
で
き
、
結
果
的
に
近

道
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
話

で
、
人
生
も
同
様
で
あ
る
。

加
え
て
、

G
P
S
・カ
l
ナ
ピ

よ
ろ
し
く
自
ら
の
位
置
を
地
図

上
に
確
認
し
、
自
ら
を
第
三
者

の
眼
か
ら
眺
め
、
冷
静
に
そ
の

軌
道
や
歩
み
の
質
を
調
整
し
て

い
く
意
識
や
姿
勢
が
何
よ
り
も

大
切
で
あ
る
。

人
生
、
ま
さ
し
く
、
気
持
ち
の

も
ち
方

一
ハJ
。絶
え
ず
明
る
く
、

前
向
き
楽
天
的
に
果
敢
に
自
ら

を
駆
っ
て
い
き
、
他
人
と
善
意

を
も
っ
て
協
調
し
、
元
気
に
生

き
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
す
ば
ら

し
い
将
来
が
拓
か
れ
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ
、
フ
。

進
み
行
く
ゴ
l
ル
も
、
高
過

ぎ
る
目
標
は
す
ぐ
に
息
が
切
れ

る
し
、
自
己
嫌
悪
を
呼
ぶ
。
ま
た
、

低
過
ぎ
る
目
標
は
気
持
ち
が
続

ん
で
し
ま
う
。
適
切
な
負
荷
を

織
り
込
ん
だ
、
ほ
ど
よ
い
目
標

設
定
で
人
生
楽
し
く
い

こ
う
。

次
代
を
担
う
若
い
諸
君
た
ち
に

期
待
し
て
や
ま
な
い
。

<巻頭書 学校長より>

<高校 新年度挨拶・担当職員>

<高校 新任教職員紹介>

<高校 輝け!文星健児>

<中学 新年度挨拶・担任より>

<中学 新任教員紹介>

<中学 宿泊学習>

<文星フォ トギャラリー>
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也
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総
合
学
力
記
述
模
試

〈
英
・
普
三
年
〉

長
国
出

総
合
学
力
テ
ス
ト

〈英

一
・二
年
)

ワ
自
由

実
用
英
語
検
定
(
二
次
)

盟
国
制

第

一
学
期
終
業
式

中
学
校
行
事
予
定

マ
六

月

7
8働

社
会
科
見
学

8
日
制

第
間
回
創
立
記
念
日

日
日
制

宇
河
中
教
研
教
科
外
部
会

(授
業
四
校
時
ま
で
)

目
白

ω
体
育
祭

幻
日
制
入
試
説
明
会
(学
習
塾
対
象
)

辺
日
∞

総
合
的
な
学
習

m
B
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学
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会

マ
七

月

1
臼
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白
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W

期
末
考
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6
8
ω

総
合
的
な
学
習

保
護
者
懇
談
会

均
白
幽

第

一
学
期
終
業
式

高

校

行

事

予

定

ズミ(1，ラ科)

マ
-ハ

月

7
8樹

新
入
生
歓
迎
校
肉
体
育
大
会

7
6働

実
用
英
語
検
定
(
一
次
)

露
出
切

第
問
団
創
立
記
念

B

員
M
M
印
i
ロ
臼
術

保
護
者
会

ロロロ
開

校
内
体
育
大
会
予
備
日

マ
七

月
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知
彼
知
己
百
戦
不
殆

不
知
彼
而
知
己

一
勝

一
負

不
知
彼
不
知
己
毎
戦
必
殆

(
孫
子
の
兵
法
よ
り
)

敵
の
力
量
と
自
分
の
力
量
を

よ
く
知
っ
て
戦
え
ば
、
百
回
戦

平成25年6月7日

入
学
し
て
早
い
も
の
で
、
約

一
一
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
高
校
生
活
に

も
慣
れ
、
自
覚
も
芽
生
え
、
勉
強

や
部
活
動
な
ど
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
仲
間
も
増
え
満

足
の
い
く
生
活
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

よ
り
よ
い
高
校
生
活
を
送
る 富

つ
で
も
負
け
る
こ
と
は
な
い
。

自
分
の
力
量
を
知
っ
て
い
て

も
、
敵
の
力
量
を
知
ら
ず
に
戦

え
ば
、
勝
つ
こ
と
も
あ
る
が
負

け
る
こ
と
も
あ
る
。

敵
の
力
量
も
自
分
の
力
量
も

知
ら
ず
に
戦
え
ば
、
必
ず
負
け

て
し
ま
、
っ
。

孫
子
の
兵
法
は
、
「先
ず
自
分

の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
な
さ
い
」

と
言

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
周
り
の
人
た
ち
の
こ
と
を
理

解
し
て
行
動
す
れ
ば
失
敗
す
る

こ
と
は
な
い
と
教
え
て
い
ま
す
。

自
分
を
振
り
返
り
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
よ
い
と
こ
ろ
な
の
か
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
を
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
て
、
ど
ん
な
こ
と
が

た
め
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
「夢
」

を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
、
勉
強
で
の
「夢
」
、部

活
動
で
の
「
夢
」
、
将
来
の
「夢
」

・:
こ
の
よ
う
な
「
夢
」
を
持
つ
こ

と
で
、
考
え
に
変
化
が
生
ま
れ
、

生
活
態
度
も
変
わ
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
「
夢
」
を
実
現
す
る
た
め

の
過
程
が
大
切
に
な
る
こ
と
も

分
か
る
で
し
ょ
う
。

以
前
こ
の
よ
う
な
お
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「夢
」
の
あ
る
人
に
は

「
希
望
」
が
あ
る

「希
望
」
の
あ
る
人
に
は

「目
標
」
が
あ
る

「目
標
」
の
あ
る
人
に
は

「計
画
」
が
あ
る

で
き
な
い
の
か
・
:
自
分
で
自
画

像
を
描
く
よ
う
に
確
か
め
て
み

ま
し
ょ
、
ヮ
。

自
分
の
こ
と
を
よ
く
理
解
で

き
た
ら
、
周
り
の
人
た
ち
の
こ

と
も
同
じ
よ
う
に
理
解
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人
た
ち

の
行
動
を
よ
く
見
、
言
葉
を
よ

く
聴
い
て
、
自
分
を
前
に
出
す

べ
き
か
、
ま
た
は
退
く
べ
き
か

を
速
や
か
に
判
断
し
、
緩
急
自

在
に
自
分
を
表
現
で
き
れ
ば
社

会
生
活
は
滑
ら
か
に
進
み
ま
す
。

戦
い
に
臨
み
、
「
勝
と
う
」
と

思
う
の
な
ら
、
先
ず
、
自
分
や
他

人
へ
の
理
解
を
深
め
、
「負
け
な

い
こ
と
」
を
目
指
す
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

「計
画
」
の
あ
る
人
に
は

「行
動
」
が
あ
る

「行
動
」
の
あ
る
人
に
は

「結
果
」
が
あ
る

「結
果
」
の
あ
る
人
に
は

「反
省
」
が
あ
る

「反
省
」
の
あ
る
人
に
は

「進
歩
」
が
あ
る

「進
歩
」
の
あ
る
人
に
は

「夢
」
が
あ
る

こ
の
よ
う
に
様
々
な
過
程
を
経

て、
「
夢
」
実
現
に
繋
が
っ
て
い

く
の
で
す
。

生
徒
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の

「
夢
」
を
持
ち
、
そ
の
過
程
を
大

切
に
し
「
夢
」
実
現
の
た
め
に
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

学

校

長

上

野

副

校

長

富

田

参
辱
(進
学
統
括
)
牧
島

教

頭

大

木

統

括

総

務

大

越

教
務
部
長

三
上

同

副

部

長

舘

野

英

進

科

長

竹

内

普

通

科

長

富

田

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
長長

谷

川

聡

中

根

雅

之

大

塚

晃

伊

藤

均

馬

場

義

浩

湊

谷

浩

司

岩

泉

徳

栄

畠
田

和
明

黒
須
美
代
子

学
習
指
導
部
長

生
徒
指
導
部
長

同
副
部
長

進
学
指
導
部
長

就
職
指
導
部
長

特
別
活
動
部
長

渉
外
部
長

養
護
教
諭

《
第

一
学
年
》

主
任
副
主
任

生
徒
指
導

学
級
担
任

一
組
二
組
三
組
四
組
五
組
六
組
七
組
人
組
九
組
十
組

阿小直
部菅井

雪

野

賢

荒

井

祐

也

福

田

和

弘

高

木

肇

小

林

秀

晃

森

玲

子

加

藤

総

明

木

村

憲

子

船

木

勝

田
中
可
代
子

昭弘研贋勝憲
誠夫行裕介巳利誠示

克光秀
美春幸

十

一
組

十
二
組

十
三
組

学
年
付

学
年
付

《第
二
学
年
》

主
任
副
主
任

生
徒
指
導

学
級
担
任

一
組
副
担
任

二
組
三
組
四
組
五
組
六
組
七
組
八
組
九
組
十
組
十

一
組

十
二
組

十
三
組

学
年
付

《
第
三
学
年
》

主
任
副
主
任

生
徒
指
導

学
級
担
任

一
組
二
組
三
組
副
担
任

四
組
五
組
六
組

新山 河丹尾
井口上羽田

千

代

野

仁

白
石

一
徳

根

本

哲

也

染

野

幸

弘

菊

地

幸

子

高

橋

伸

夫

阿

部

陽

介

坂

巻

敦

志

田

島

基

行

守

谷

淳

子

金

子

真

一

伴

野

真

彦

富
田
t

健
作

岡

嶋

陽

子

笹

沼

芳

孝

南

木

和

喜

西
牟
田
浩
章

石

井

隆

詞

大

越

研

介

長

谷

川

聡

渡

辺

誠

梶

川

崇

佐

藤

史

徳

森

本

浩

雅

安
達
佳
奈
子

関

塚

貴

光

中

田

裕

市

田

中

恵 隆和倫啓大
義正典介輔

七
組
八
組
九
組
十
組
十

一
組

十
二
組

十
三
組

学
年
付

学
年
付

《
学
年
外
V

高

山

弘

行

富
永

一
巳

《英
進
科
専
任
》

古

内

克

矩

隅

内

悦

男

川

俣

祥

久

石

川

由

次

渡
辺
日
日
直

伊

津

正

男

《
非
常
勤
講
師
〉

鈴

木

幸

夫

新

巻

晃

阿
久
津
正
則

佐

藤

教

治

横

田

昇

蔵

橋

本

達

也

《
事
務
職
員
》

事
務
長

同
次
長

同
次
長

大

関

幸

永
岡
真
由
美

高

橋

宏

明

《警
備
〉

市
村
寺
内

和勇
人夫

田
口
純
平

佐

藤

輝

明

野

村

勇

司

荒

井

千

穂

伊

沢

修

一

池

津

昌

憲

石
渡
佑

一
郎

岩

泉

徳

栄

星

野

英

雄

鈴
木

精

藤藤藍野川増
田回田口原田

一 嗣信
泰夫牧豊生夫

内福星江吉
山岡野田津

幸俊 利
一 介清昭治

山
星

浩

孝

設
業
美
登
里

鈴

木

晃

大

嶋

宏

美

横

田

初

美

小
口

一
夫

宇加
梶藤

和
誠雄
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生徒会会長
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こ
ん
に
ち
は
。
生
徒
会
長
の

セ
イ
フ
ィ
パ

l
ロ
グ
せ
な
で
す
。

最
近
は
気
温
の
差
が
激
し
い
で

す
が
、
体
調
管
理
は
大
丈
夫
で

す
か
。
ま
た
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

は
学
校
生
活
に
慣
れ
ま
し
た
か
。

慣
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
気
を

抜
い
た
生
活
を
し
な
い
よ
う
に

τゴ

本
年
度
か
ら
、
総
合
ビ
ジ
ネ

ス
科
の

一
年
生
を
対
象
に
国
・

数
・
英
の
三
教
科
で
学
校
設
定

科
目
と
し
て
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
の

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
で
は
、
小
学
校
・中

学
校
の
範
囲
の
学
び
直
し
が
で

き
、
自
分
の
苦
手
な
部
分
を
再

35 (3 )第

し
ま
し
ょ
う
!

さ
て
、
こ
の
暑
い
季
節
を
よ

り
熱
く
す
る
毎
年
恒
例
の
新
入

生
歓
迎
校
内
球
技
大
会
が
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
種

目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
二
年

ぶ
り
の
サ
ッ
カ
ー
に
決
定
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
団
結
し
て
、
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
何
か
と
不

備
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
は
ご
愛
敬
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
度
、
生
徒
会
に

一

年
生
が
新
た
に
四
名
加
わ
り
ま

確
認
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
で
基
礎
学
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
一

つ
の
授
業
を
二
人
の
先
生
が
担

当
し
て
い
る
の
で
、
生
徒
個
々

の
進
度
に
合
っ
た
学
習
が
行
え

ま
す
。
学
び
直
し
と
聞
く
と
出
来
な

い
か
ら
や
る
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

一
流
選
手
が

基
礎
練
習
を
大
切
に
す
る
よ
う

に、
学
習
に
お
い
て
も
基
礎
を

再
確
認
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。

自
分
が
理
解
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
間
違
い
だ

し
た
。
こ
れ
で
全
て
の
学
年
が

生
徒
会
に
そ
ろ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
全
校
生
徒
が
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
我

ら
生
徒
会
が
死
力
を
尽
く
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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っ
た
と
い
う
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
学
び
直
し
で
は
、
分
か
ら

な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
を
再
度
学

習
で
き
る
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、

基
礎
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
よ

り
高
い
学
習
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
重
要
な
授
業
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
で
得
た
基
礎
学
力

を
も
と
に
二
・三
年
生
で
更
な

る
学
習
成
果
を
あ
げ
、
各
自
の

希
望
進
路
を
実
現
す
る
た
め
の

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す

命

F 

一奥

義
歯
切

五
月
八
日
(
水
)
、
一
日
パ
ス

旅
行
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

パ
ス
に
分
乗
し
て
賑
や
か
に
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
向
か

い
ま
し
た
。
朝
か
ら
の
晴
天
に

恵
ま
れ
、

一
年
生
は
学
校
生
活

初
と
な
る
ク
ラ
ス
行
事
で
も
あ

り
、
車
中
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
い
る
ク
ラ
ス
が
多
か

っ

た
で
す
。
圏
内
で
は
時
間
を
上

手
に
使
い
、
お
目
当
て
の
乗
り

物
を
楽
し
め
た
よ
う
で
、
日
常

で
は
み
ら
れ
な
い
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
り
、
約
五
時
間
の
滞

在
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

英
進
制
研
究
会

本
校
英
進
科
で
は
、
今
年
度

よ
り
「英
進
科
研
究
会
」
が
発
足

し
た
。生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
心
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
仲

間
た
ち
と
研
鐘
を
積
む
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

現
在
五
つ
の
研
究
会
が
毎
週

金
曜
日
放
課
後
に
活
動
し
て
お

り
、
そ
の

一
つ、
「英
語
研
究
会
」

で
は
オ
パ
マ
大
統
領
の
就
任
演

説
の
読
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
「
囲
碁
研
究
会
」
は
囲
碁

を
通
し
て
論
理
的
思
考
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後

一

年
生
も
参
加
し
、
活
動
は
ま
す

ま
す
活
発
に
な
り
そ
う
だ
。

守
用
等
学
校
新
任
教
職
員
の
紹
介

最
近
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
の
普
及
に
よ
り
、
手
で

文
字
を
書
く
機
会
が
減
っ
て
い

ま
す
。
書
道
の
授
業
で
は
私
自
身
が

培
っ
て
き
た
技
術
を
し
っ
か
り

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

手
で
文
字
を
書
く
こ
と
の
大
切

さ
や
面
白
さ
が
伝
わ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

を香 二母
受り創月体文
け漂立にで 星
継う百異あ芸 曹三一一?
ぐ学年動る術 可

教びをと 高 大 ，一 、
職舎迎 2L 等学 ~ ....__ 

員とえ育学か - 争 a・
のそ、リ校ら - 轟 圃圃・の伝まに 学 園圃園 蝿 -

護精統上急菌 鈴木晃
、神の ゐ遁 の 事務次長

ろい し活よててし生達そ
しま至てかう学いいののこ
くすら行しこ固ま気像姿で
おがなきなれのす持のを 学
:いたがま発 。ち前見 ぶ
い昆点いらで展件ででて明

ぞ安易自坂長計義瓦i農
ま J いしi責務 与年にを野活
て号かまを経でにあ L秀な
、と十 果験 き向た清文 生
よ思ア。たをるけつ々先徒

福岡俊介

芸術科(書道)

本
年
四
月
よ
り
文
星
芸
術
大

学
附
属
高
等
学
校
に
芸
術
科
書

道
の
教
諭
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
か

け
て
書
道
教
室
に
て
書
道
の
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丹羽啓介

商業科

高
等
学
校
に
総
合
ビ
ジ
ネ
ス

科
教
員
と
し
て
四
月
に
着
任
し

ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は

何
度
か
お
話
し
ま
し
た
が
、
私

は
本
校
の
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
の

卒
業
生
で
す
。
六
年
ぶ
り
に
文

星
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
に
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
も
生
徒
も
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
は

何
か
を
着
任
し
て
か
ら
幾
度
か

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
真

っ
す
ぐ
さ
と
礼
儀
だ
と
思
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
敬

精
神
と
ラ
イ
オ
ン
主
義
の
実
践

を
、
文
星
の
気
質
を
価
値
あ
る

伝
統
と
し
て
継
承
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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四
・五
月
に
県
内
各
会
場
で

行
わ
れ
た
栃
木
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
(
以
下
県
総
体
)
の

主
な
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

今
年
は
五
つ
の
部
活
動
が
関
東

大
会
に
駒
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
(
英
)
川
英
進
科

(普
)
H
普
通
科

第文星芸大附 now!

円
問
団
閣
ハ
]

柿
沼
・
山
口
組
優
勝

個
人
・
団
体
と
も
に
関
東
へ

四
月
十
三
日
(
土
)
に
行
わ
れ

た
県
総
体
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
戦
で
、

柿
沼
拓
実
・山
口
優
紀
(
と
も
に

普
三
年
)
組
が
油
布
・水
淵
(足

工
大
附
)
組
を
破
り
、
県
大
会
を

制
し
て
関
東
大
会
に
駒
を
進
め

た
。ま
た
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
山

口
選
手
が

3
位
入
賞
。
二
十
九

日
(
月
)
に
行
わ
れ
た
団
体
戦
で

は
強
豪
足
工
大
附
を
退
け
、
勾

年
ぶ
り
2
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、

六
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る

関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

平成25年6月7日

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

県
総
体
優
勝
関
東
大
会
へ

五
月
十

一
日
(
土
)
、
十
二
日

(
日
)
に
行
わ
れ
た
県
総
体
決
勝

リ
l
グ
に
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
駒
を
進
め
た
。

決
勝
リ

l
グ
で
は
、
対
戦
し

た
作
新
学
院
、
宇
都
宮
、
宇
都
宮

工
業
を
退
け
、
三
戦
全
勝
で
優

勝
し
、
六
月
に
千
葉
県
で
開
催

さ
れ
る
関
東
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
た
。

〔

zm
団
体
準
優
勝
で
関
東
へ

関
東
ジ
ュ
ニ
ア
本
選
進
出

五
月
五
日
(
日
)
に
行
わ
れ
た

県
総
体
団
体
戦
準
決
勝
に
お
い

て
、
本
校
柔
道
部
は
強
豪
園
皐

院
栃
木
を
下
し
決
勝
戦
に
進
出
。

決
勝
戦
で
白
鴎
大
足
利
に
敗
れ

る
も
、
堂
々
の
準
優
勝
で
六
月

に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
関
東

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
十
八
日
(土
)
に
関
東

ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
県
予

選
会
が
行
わ
れ
、

卯
見
級
で
康

津
甲
如
選
手
、

ω同
級
で
菊
地

璃
久
選
手
(と
も
に
普
三
年
)
が

準
優
勝
。
以ω
均
級
で
松
本
康
佑

選
手
(
普
二
年
)
、
日
均
級
で
徳

永
英
典
選
手
、

η
同
級
で
高
塩

竜
司
選
手
、
創
見
級
で
小
池
亘

選
手
(い
ず
れ
も
普
三
年
)
が

3

位
入
賞
を
果
た
し
た
。
6
名
と

も
七
月
に
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ

る
本
選
に
出
場
す
る
。

〔
四
時
四
じ

迫
田
選
手
3
位
入
賞

団
体
と
と
も
に
関
東
大
会
ヘ

五
月
三
日
(
金
)
か
ら
行
わ
れ

た
県
総
体
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
に

お
い
て
、
本
校
の
迫
田
樹
選
手

(普
三
年
)
が

3
位
に
入
賞
し
、

六
月
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る

関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
団
体
の
部
で
も

3
位

に
入
賞
し
、
関
東
大
会
に
駒
を

進
め
た
。

門
川
崎
町

U

田
中
選
手
5
位
入
賞

団
体
と
と
も
に
関
東
へ

五
月
十
二
日
(
日
)
に
行
わ
れ

た
県
総
体
個
人
戦
で
、
田
中
浩

平
選
手
(
普
三
年
)
が
5
位
入
賞

を
果
た
し
、
六
月
に
埼
玉
県
で

開
催
さ
れ
る
関
東
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
た
。

ま
た
、
団
体
戦
に
お
い
て
も

3
位
に
入
賞
し
、
関
東
大
会
に

駒
を
進
め
て
い
る
。

〔
時

四

四

県
大
会
団
体
戦
初
優
勝

個
人
・
団
体
全
国
出
場

四
月
二
十
八
日
(
日
)
に
行
わ

れ
た
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手

権
大
会
県
予
選
に
本
校
将
棋
部

が
出
場
し
た
。

団
体
戦
の
決
勝
で
は
、
大
田

原
と
対
戦
し
、

創
部
以
来
初
と
な
る
、
念
願
の

団
体
戦
優
勝
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
個
人
戦
で
は
、
菊
地
優

志
君
(
英
三
年
)
が
決
勝
で
斉
田

君
(
佐
野
)
に
敗
れ
る
も
準
優
勝

に
輝
き
、
団
体
と
と
も
に
七
月

三
十

一
日
(
水
)
か
ら
長
崎
県
時

津
町
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
。

第
問
回
日
商
簿
記
検
定

{二

級
】

近
藤

【三

級

】

大

方

海

岡

嶋

小

池

佑

斗

第
山
回
全
経
電
卓
検
定

{
一

級
】

遠
藤

岬

坂

永

空

嶺

高

橋

楓

哉

福

田

昂

平

渡

遺

尚

樹

小

島

裕

紀

{二

級
}

吉

沢

良

太

石
川
貴
之

永金六栗棲神
田柿川田津 山

上安
津達

八
月
三
日、
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
の
年
次
大
会
が
聞

か
れ
る
。
県
内
の
イ
ン
タ
ー

ア
ク
タ
ー
が
ホ
ス
ト
校
に
集

結
。
年
間
活
動
報
告
・各
種
行

事
を
通
じ
て
部
員
同
士
の
交

流
を
深
め
る

一
大
イ
ベ
ン
ト

だ
。
ホ
ス
ト
校
は
加
盟
凶
校

で
毎
年
交
替
。
今
年
の
ホ
ス

ト
校
は
我
が
校
で
、
文
星
芸

術
大
学
の
大
講
義
室
で
行
う
。

総
勢
二
百
名
以
上
が
集
ま
る

大
規
模
な
大
会
で
、
そ
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

先
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

宇
都
宮
ロ
I
タ
l
リ
l
ク
ラ
ブ

将
太輝

貴達史秀
規哉晃慧明丈

玲佳
良宏

鬼

揮

悠

介

上

野

雅

男

中
田

直

希

高

橋

祐

貴

【三

級

}

長

本

隼

典

菊

田

誉

半

田

朋

睡

河

上

亮

太

菊
池

涼
太

松
原

風
希

安

納

惇

石

川

誠

小
野

将

司

川

上

晃

広

高
橋
亜
夢
留

東
海
林

翼

小
堀

義

之

野

中

大

輝

岩海田
本野口

砂古高岸加猪落山佐 川 大鈴川
川 川橋田藤瀬合崎藤野森木村

雅日俊
也向樹

成貴直佑達幸 涼 雄期汰琢
哉哉人也矢喜稜平蓮登真 一 人

日
本
漢
字
能
力
検
定

{二

級

}

荒
井

{準
二
級
】

荒
井
倉
持

{三

級
}

松
田
遠
藤
長
田

大
輝

松
下

浩
之

慧期

香 加 小
川納森

知啓正
樹介敬

{有康
樹太光

実
用
英
語
技
能
検
定

【二

級
】
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中
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】
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幹

【三
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】
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貴
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水

貴
啓

健
太

橋
浦
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様
か
ら
、
例
会
に
招
待
さ
れ
た
。

開
催
ま
で
あ
と
二
カ
月
。
現
段

階
で
の
活
動
報
告
を
依
頼
さ
れ

た
。
大
勢
の
前
で
発
表
す
る
緊

張
感
で
、
生
徒
は
予
想
以
上
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
い
た
。

放
課
後
の
練
習
は
失
敗
の
連
続
。

「漢
字
を
読
み
間
違
え
て
い
る
」

「
一
行
、
飛
ん
だ
。
し
っ
か
り
と

目
で
追
う
」「
学
校
名
は
省
略
し

な
い
」
。
緊
張
の
た
め
言
葉
に
詰

ま
っ
た
り
棒
読
み
に
な
る
場
面

な
ど
克
服
す
る
課
題
は
山
積
だ

っ
た
。
合
格
点
を
出
す
に
は
程

遠
い
中
で
、
本
番
を
迎
え
た
。

発
表
当
日
は
、
火
事
場
の
底

力
で
何
と
か
乗
り
切

っ
た
。
最

後
に
励
ま
し
と
厳
し
い
意
見

を
頂
い
た
。
確
か
に
納
得
の
行

く
出
来
栄
え
と
は
言
い
難
い
が
、

最
初
の
頃
を
思
い
出
す
と
良
く

や
っ
た
と
拍
手
を
送
り
た
い
。

社
会
で
は
成
果
や
結
果
が

重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
教
師
と

い
う
立
場
で
は
、
そ
れ
ま
で
の

過
程
も
含
め
た
観
点
か
ら
生
徒

と
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
。
教
師
の
体
罰
が
問

題
視
さ
れ
る
中
、
子
ど
も
の
成

長
過
程
を
じ
っ
と
見
守
る
視
点

を
思
い
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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を
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度
な
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
で
あ
る
。

平
成
の
我
々
に
は
こ
こ
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
江

戸
の
庶
民
の
文
化
が
発
展
し
た
。

識
字
率
の
高
さ
は
世
界
の
他
の

都
市
か
ら
比
べ
群
を
抜
い
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

戯
作
本
や
瓦
版
が
多
く
出
版
さ

れ
、
ま
た
貸
本
屋
も
盛
況
だ
っ

た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
に
は
や
は
り
寺
子
屋
な
ど

の
私
塾
の
果
た
す
役
割
が
大
き

か
っ
た
と
い
え
よ
、
っ
。

や
が
て
本
を
読
む
ば
か
り
で

な
く
、
俳
諾
や
川
柳
な
ど
を
競

っ
て
「詠
む
」
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
字
面
の
裏
側
を
読
み
解

く
知
識
も
持
っ
て
い
た
と
い
え

、
つ
ん
ち
く

る
。
こ
れ
ら
の
歌
・
句
は
蓮
蓄
が

あ
り
、
現
代
の
我
々
が
読
ん
で

も
実
に
面
白
い
。

芭
蕉
の
「奥
の
細
道
」
に
あ
る

「荒
海
や
佐
渡
に
横
た
ふ
天
河
」

は
比
較
的
分
か
り
ゃ
す
い
が
、

「蚤
訊
馬
の
尿
す
る
枕
も
と
」
は

背
景
を
よ
く
知
ら
な
い
と
分
か

り
に
く
い
。

庶
民
の
川
柳
も
面
白
い
。

芭
蕉
の
句
を
ひ
ね
っ
て
、

「古
池
へ
そ
の
後
飛
び
込
む
沙

汰
も
な
し
」。

吉
田
兼
好
を
題
材
に
す
れ
ば
、

「名
の
高
い
草
は
双
岡
に
生
え
」。

ま
た
「色
も
酒
も
好
き
だ
が
鰹

は
嫌
い
」
と
鰹
を
け
な
し
た
兼

好
を
こ
き
下
ろ
し
て
い
る
。「
徒

然
草
」
を
よ
く
読
ん
で
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

「智
で
始
め
徳
で
収
め
る
小

倉
山
」。
百
人

一
首
を
知
ら
な
い

と
詠
め
な
い
し
解
ら
な
い
。

豊
臣
秀
吉
も
姐
上
に
上
る
。

「猿
末
期
犬
と
虎
と
に
子
を
託

し
」こ
こ
で
吾
が

一
句
。

「
五
階
よ
り
降
り
て
は
雀
音
鳴

ら
し
」
『江
戸
文
化
」
を
読
み
解
く
の

は
実
に
楽
し
い
。

誇
り
に
つ
い
て

今
年
の
社
会
科
見
学
は
、
大

河
ド
ラ
マ
の
舞
台
で
も
あ
る
会

津
若
松
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

会
津
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
思

い
出
さ
れ
る
の
が
白
虎
隊
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

藩
の
た
め
、
主
君
の
た
め
、
故

郷
会
津
を
守
る
た
め
に
十
六
、

七
歳
の
少
年
達
が
命
懸
け
で
戦

い
、
飯
森
山
で
自
刃
す
る
悲
劇

は
国
民
の
だ
れ
も
が
知
る
と
こ

ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
大
人
達
も

戦
い
、
普
段
外
に
は
出
な
い
女

性
達
も
戦
い
、
戦
死
者
も
お
び

た
だ
し
い
数
に
上
り
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
の
山
本

八
重
も
、
龍
城
し
て
奮
戦
し
た

と
い
い
ま
す
。
い
っ
た
い
彼
ら

を
支
え
て
い
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
時
代
の
武
家
社
会
に
お

い
て
、
武
士
に
と
っ
て
の
誇
り

や
名
誉
は
、
命
よ
り
も
は
る
か

に
重
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

卑
怯
な
ふ
る
ま
い
や
不
名
誉
な

言
動
を
恥
と
し
、
そ
れ
を
そ
そ

ぐ
た
め
に
は
、
命
と
ひ
き
か
え

に
し
て
責
任
を
と
り
、
主
君
の

た
め
に
は
す
す
ん
で
自
ら
の
命

を
捧
げ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

現
在
で
は
、
自
ら
の
命
を
絶
つ

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、
命
は
何

も
の
に
も
代
え
難
い
尊
い
も
の

で
す
。
で
す
が
、
こ
れ
を
現
在
の

皆
さ
ん
に
置
き
か
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
自

分
の
誇
り
や
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ

て
い
ま
す
か
?
誇
り
は
自
分

を
高
み
に
引
き
上
げ
て
く
れ
る

大
切
な
心
の
支
え
で
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
是
非
、
高
い
誇

り
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
す
ば
ら
し

い
人
間
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

新
入
生
男
子
八
名
、
女
子
九

名
を
迎
え
て
、

一
年

一
組
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学
し
て

約
二
ヶ
月
が
経
ち
、
生
徒
た
ち

も
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
と
て

も
明
る
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、

学
習
面
、
運
動
面
に
お
い
て
も
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

見
え
、
今
後
の
六
年
間
で
こ
の

生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
ク
ラ
ス
目
標
を
み
ん

な
で
決
め
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

「自
分
の
夢
の
た
め
に
努
力
を

重
ね
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
人

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」
、
二

つ
目
は
、
「お
互
い
に
注
意
で
き

る
こ
と
が
本
当
の
友
情
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
忘
れ
ず
、
目

標
達
成
に
向
け
て
ラ
イ
オ
ン
主

義
で
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護

者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
二

年
間
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
入
学
し
て
か
ら
二

ヶ
月
が
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、

学
校
生
活
の
時
の
速
さ
に
驚
き

を
感
じ
て
い
ま
す
。
初
々
し
く

ス
タ
ー
ト
し
た
穏
や
か
な
春
の

「静
か
な
二
組
」
も
、
悪
天
候
の

宿
泊
学
習
で
の
頑
張
り
を
経
て
、

ま
る
で
季
節
が
移
り
変
わ
る
か

の
よ
う
に
暑
い
夏
の
「
や
ん
ち

ゃ
な
二
組
」
に
変
化
し
始
め
て

い
る
よ
う
で
す
。
ど
の
季
節
に

も
旬
が
あ
る
様
に
、
い
つ
で
も

旬
な
二
組
を
表
現
し
味
わ
え
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
個

性
を
実
ら
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

二
組
の
学
級
目
標
は
「
常
に

思
い
や
り
を
持
ち
、
明
る
く
元

気
に
皆
と
仲
良
く
笑
顔
が
溢
れ

る
ク
ラ
ス
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
合
言
葉
に

一
年
間

一
緒

に
何
事
に
も
全
力
で
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ク
時
は
流
れ

る
。
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す

が
、
時
を
流
す
の
で
は
な
く
、
様
々

な
経
験
を
し
な
が
ら
、
ク
時
は

積
も
る
。
と
い
う
感
覚
で
学
び

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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本
年
度
よ
り
、
文
星
芸
術
大

学
附
属
中
学
校
に
、
縁
あ
っ
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
本
校
は
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
あ
る
学
園
と
し
て
そ
の

名
を
馳
せ
、
ま
た
、
社
会
で
活
躍

す
る
優
れ
た
人
材
を
大
勢
送
り

出
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
学
園
に
勤

務
で
き
る
こ
と
は
う
れ
し
い
限

り
で
す
。着
任
し
て
早
々
、
生
徒

た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
や
礼

儀
正
し
い
振
る
舞
い
に
は
感
心

い
た
し
ま
し
た
。
何
ご
と
に
も

全
力
を
尽
く
す
ラ
イ
オ
ン
主
義

や
三
敬
精
神
の
校
訓
の
下
、
立

派
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
も

の
と
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。

第

一
学
年
主
任
の
責
任
あ
る

職
務
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
が
、

入
学
し
て
間
も
な
い

一
年
生
が

一
日
も
早
く
本
校
に
馴
染
み
、

充
実
し
た
学
校
に
な
る
よ
う
私

自
身
も
含
め
て
、
全
力
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教

科
で
も
、
す
べ
て
の
生
徒
が
美

術
を
好
き
に
な
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

平成25年6月7日

キ交

来斤

教
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高野 憲一

英語科

こ
の
四
月
か
ら
本
校
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

主
に
中
学
生
の
授
業
に
出
て
い

ま
す
。
授
業
で
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
授
業
中
に
質
問

が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
内
容

も
英
語
を
理
解
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
重
要
な
点
な
の
で
、
教

え
る
方
も
楽
し
く
授
業
に
臨
ん

で
い
ま
す
。
公
立
中
学
校
で
は
、

な
か
な
か
出
会
え
な
い
こ
と
で

す
。本
校
生
徒
が
、
授
業
を
大
切

に
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

生
活
面
で
も
、
よ
く
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
礼
儀
正
し
さ
に
感
心

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
新
年
度
が
始
ま
っ
て
間

も
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
生
徒
た
ち
と
の
か
か
わ
り
や

行
事
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

特
に
ハ
イ
キ
ン
グ
が
好
き
な
の

で
、
七
月
の
サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ

で
中
一
の
皆
さ
ん
と
尾
瀬
を
歩

く
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

貝

弁忍

介
平野順子

保健体育科

こ
の
四
月
よ
り
、
縁
あ
っ
て

文
星
芸
術
大
学
附
属
中
学
校
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

校
訓
で
あ
る
つ
一
敬
精
神
」
の

唱
和
か
ら
始
ま
る
朝
の

H
R
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
授
業
に

臨
む
姿
勢
、
ま
た
、
集
会
な
ど
で

真
剣
に
話
を
聞
く
姿
勢
に
「
文

星
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら

耳
に
し
て
い
た
、
生
徒
人
ひ

と
り
が
「文
星
ブ
ラ
ン
ド
」
を
背

負
っ
て
い
る
学
校
。
そ
の
現
場

で
二

緒
に
過
ご
せ
る
こ
と
に
、

幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

「縁
」
に
感
謝
を
し
、
日
々
、生
徒

た
ち
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

。
体
力
の
充
実
・心
の
充
実
。

を
図
れ
る
よ
う
に
、
精

一
杯
努

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
事
で
も
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
に
は
と
て
も
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
誰
も

が
持
っ
て
い
る
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
大
き
な
パ
ワ
l
に
変
え

る
た
め
の
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「体
育
」を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
間
の
目
標
」

一
年

一

組

秋

葉

千

明

私
が
中
学
一
年
生
で
頑
張
り

た
い
こ
と
は
、
や
は
り
勉
強
と

部
活
で
す
。

勉
強
は
、
特
に
家
庭
学
習
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
英
語
の
柏
倉

先
生
は
、
怒
ら
れ
る
か
ら
宿
題

を
や
る
の
で
は
な
く
、
宿
題
が

無
く
て
も
、
自
分
か
ら
や
ろ
う

と
思
う
こ
と
が
大
切
だ
と
よ
く

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
私
も

こ
の
言
葉
を
実
行
し
て
、
将
来

の
自
分
の
た
め
に
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
二
時
間
以
上
を
目
標
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

部
活
は
、
先
輩
と
か
か
わ
る

一
番
の
機
会
だ
と
思
う
の
で
、

た
く
さ
ん
話
し
か
け
た
り
し
た

い
で
す
。
敬
語
を
話
し
な
が
ら

も
仲
良
く
な
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
私
は
科
学
部
に
入
部
し
た

の
で
、
週
二
回
し
か
な
い
け
れ

ど
、
先
輩
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、
も
っ
と
同

級
生
と
も
仲
良
く
な
っ
た
り
し

た
い
で
す
。

勉
強
も
部
活
も
ど
ち
ら
も
し

っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
の

で、

一
年
間
勉
強
と
部
活
を
両

立
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

「決、

ω」一
年
二
組
吉
井
里
奈

私
が
、
こ
の

一
年
間
で
身
に

つ
け
た
い
の
は
、
継
続
力
と
自

律
で
す
。

継
続
力
を
養
う
と
は
、
テ
ス

ト
勉
強
な
ど
の
時
、
一
時
だ
け

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
普
段
か
ら

一
つ
一
つ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
普
段
や

っ
て
い
な
い
事
を
や
る
と
い
う

の
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
普
段
か
ら
、
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
け
ば
焦
る
こ
と

も
し
な
い
で
す
み
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
頃
、
人
任
せ

に
し
て
い
た
り
、
自
分
で
や
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
ど
こ
か
甘

え
て
い
た
と
思
う
の
で
、
中
学

生
の
今
、
自
分
の
弱
さ
を
捨
て

て
、
新
し
い
私
と
し
て
自
律
し

た
い
で
す
。

こ
の
こ
つ
を
、

一
年
間
で
身

に
つ
け
て
、
弱
い
自
分
か
ら
成

長
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

勉
強
、
友
達
と
の
関
わ
り
、
先
輩

と
の
上
下
関
係
な
ど
の
高
い
壁

に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
強
い
決

心
を
大
切
に
し
て
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
月
十
六
日
(
木
)
か
ら
十
九

日
(日
)
ま
で
の
期
間
で
、
宇
河

地
区
春
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
か
ら
は
、
剣
道
部
(
男

女
)
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
(
男
女
)
、

卓
球
部
(
男
)
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
(男
)
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
の

一
部
を
報
告
し
ま

す
。県

大
会
出
場
お
め
で
と
う

女
子
剣
道
部
の
渡
遁
千
優
さ

ん
(
コ
一年

一
組
)
が
県
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
六
月
七
日
(
金
)

か
ら
の
県
大
会
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

ー一一 ー一--渡個|女男岡塑
遺 i人|子 子鴎I ~三
千戦IJM. JM.I戦|
優巴l対対巴i

口 ム

抗主尤王

陽企
中忌
中

一
回
戦

一
回
戦

ベ
ス
ト
認

戸ー--女男個|三
子子|体I ~

対対些l長
城古 = 
山里 G 
中中

回回
戦戦

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》

男
子
対
豊
郷
中

一
回
戦

《
卓
球
》
シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス

一
回
戦

一
回
戦
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中
学
校
で
は
、
五
月
七
日
(
火
)

1
九
日
(
木
)
ま
で
の
三
日
間
、

国
立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

に
て
、
宿
泊
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
も

一
1
三
年
生
ま

で
の
縦
割
り
編
成
で
活
動
を
行

い
、
学
年
を
越
え
た
交
流
が
出

来
ま
し
た
。

{実
行
委
員
長
}

三
年
二
組
新
井
大
気

初
日
は
、
施
設
に
到
着
し
て

間
も
無
く
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
五
月
だ
と
い
う

の
に
、
外
で
は
雪
が
降
っ
て
い

て
、
と
て
も
寒
く
、
足
元
の
状
況

が
最
悪
で
し
た
。
先
生
も
や
め

る
べ
き
か
行
く
べ
き
か
、
と
て

も
迷
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
結
局
カ
ツ
パ
を

着
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「何
で
雪
の
中
を
歩
く
の
」と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
初
め

の
う
ち
は
僕
も
同
感
で
し
た
。

し
か
し
、
歩
い
て
行
く
う
ち
に

気
持
ち
が
変
わ
り
、
歩
き
終
え

た
と
き
に
は
達
成
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

体
験
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と

み
ん
な
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
僕

に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
カ
レ
l
作
り
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
風
が
と

号35 (7)第

て
も
強
く
、
体
が
冷
え
切
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、班

員
た
ち
は
自
分
た
ち
の
仕
事
を

見
つ
け
、
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
は
「
ま
き
を
拾
っ
て

き
ま
す
か
?
」
と
言
っ
て
手
伝

っ
て
く
れ
、
そ
の
積
極
性
に
と

て
も
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
カ

レ
l
作
り
で
は
、
班
員
と
協
力

し
て

一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
楽
し
か
っ
た
行
事
が
、

こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
く
ら

い
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
送
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
宿
泊
学
習
で

は
、
普
段
学
校
で
「学
ぶ
」
こ
と

と
は
違
い
、
自
然
の
中
で
色
々

な
こ
と
を
「学
ぶ
」
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
色
々
「感
じ
る
」

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
経

験
を
生
活
の
中
で
生
か
し
て
い

け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

カレー作り。
突風の中、火加減が難しい!

ご飯は釜で炊きましたP

{
実
行
副
委
員
長
】

二
年
二
組

薄

羽

珠
ノ
介

今
年
の
宿
泊
学
習
は
、

一
年

生
の
と
き
と
は
違
う
目
標
を
持

っ
て
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
番
意
識
し
た
の
は
、
他
学
年

と
の
交
流
を
た
く
さ
ん
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。去
年
は
、
先
輩

方
に
自
分
か
ら
あ
ま
り
話
し
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
年

は
後
輩
に
積
極
的
に
話
し
か
け

る
こ
と
で
、
気
軽
に
話
せ
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

特
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
た
の
は
、

二
日
目

の
野
外
炊
飯
と
オ
リ
エ
ン
テ
l

リ
ン
グ
で
す
。
野
外
炊
飯
で
は

各
班
に
分
か
れ
て
カ
レ
l
作
り

を
し
ま
し
た
が
、
調
理
を
す
る

た
め
の
火
も
、
自
分
た
ち
で
薪

な
ど
を
使
っ
て
点
け
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
分
担
を
き
ち
ん
と
こ
な

さ
な
け
れ
ば
お
い
し
い
カ
レ
ー

は
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
。
私
達
は
し
っ
か
り
と
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
分

担
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
か
ら

作
り
始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
後
に
行
っ
た

オ
リ

エ
ン
テ

1
リ
ン
グ
で
も
、

班
で
作
戦
を
立
て
る
な
ど
し
て
、

多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
回
る
た
め
に
、
班
で
ま
と

ま
っ
て
行
動
す
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の

人
と
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
思
い
出
し
、
し
っ
か
り
と
実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
夜
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
各
班
で

事
前
に
考
え
て
お
い
た
出
し
物

で
、
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
班
に
よ
っ
て
色
々
な

出
し
物
が
あ
り
、
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。

今
回
の
宿
泊
学
習
で
、
他
学

年
と
の
交
流
を
す
る
に
は
、
様
々

な
工
夫
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

キャンブファイヤーは、
各班で出し物を l

も
感
じ
ま
し
た
。
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
人
と
は
、
普
段
の
学

校
生
活
に
戻
っ
て
も
、
そ
の
よ

う
な
関
係
で
い
る
こ
と
が
出
来

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

二
年
二
組

南
部

萌

一
日
目
は
、
強
風
と
寒
さ
で

入
所
式
も
室
内
で
や
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
雪
も

降
っ
て
い
て
風
も
強
く
、
と
て

も
ハ
イ
キ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う

な
天
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昼
食
後
に
、
沢
歩
き
ハ
イ

キ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
話
を
聞

い
て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
防
寒
着
を
着

て
、
そ
の
上
に
合
羽
も
着
て
、
全

員
で
た
だ
黙
々
と
道
を
歩
い
て

い
き
ま
し
た
。
途
中
で

一
班
か

ら
五
班
と
六
班
か
ら
八
班
が
は

ぐ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ニ

ッ
ク
に
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
そ
の
お
か
げ
で
活
動
班
の

人
た
ち
の
聞
に
協
力
す
る
気
持

ち
が
生
ま
れ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
少
し
ぬ
か
る
ん
で
い

た
り
、
つ
ま
ず
い
て
転
び
そ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
「そ
こ
は

危
な
い
か
ら
気
を
つ
け
て
ね
」

と
か
、
「大
丈
夫
?
」な
ど
、
相
手

を
思
い
や
る
優
し
い
言
葉
を
た

く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
雪
な
ど
で
色
々
大
変
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
年
生

か
ら
三
年
生
、
全
員
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
一
日
目
は
、
特
に
カ
レ

I
作

り
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

カ
レ

I
作
り
は
、
作
る
の
も
食

べ
る
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
ご
飯
が
早
く
炊
け

す
ぎ
て
、
冷
た
く
な
っ
て
い
て
、

冷
製
カ
レ
ー
み
た
い
で
し
た
。

で
も
、
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
の

な
い
先
輩
と
仲
良
く
話
せ
た
り

し
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。普
段
あ
ま
り
家
事

を
手
伝
わ
な
い
の
で
、
包
丁
で

野
菜
を
切
っ
た
り
す
る
と
き
に

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
母
の
家
事
を
手

伝
っ
て
、
来
年
の
宿
泊
学
習
ま

で
に
は
、
う
ま
く
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
た
い
で
す
。

三
日
目
、
学
校
に
着
く
と
、
家

で
も
な
い
の
に
「帰
っ
て
き
た

i
!
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
つ
い
さ
つ
き
ま
で
い

た
福
島
は
思
い
出
と
な
り
、
「あ

れ
が
楽
し
か
っ
た
」
「
こ
れ
が
面

白
か
っ
た
」
と
み
ん
な
本
当
に

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
今
ま
で
話
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
の
な

い
、
他
学
年
同
士
が
仲
良
く
話

し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
て
、

宿
泊
学
習
の
良
さ
に
気
付
き
ま

し
た
。
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会長 3年5組 セィフィパーログせな
副会長 3年11組栃木哉輝
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中学校/宿泊学習


